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例 1 右の図のように正方形 ABCDの辺 BC上にぅ頂点 B,Cと

異なる点 Eをとります。頂点A,Cから線分 E)EIこ垂線をひき,

その交点をそれぞれP,Qとすると,△ADP≡△DCQである

ことを証明しなさい。
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右の図のように,正方形 ABCDの頂点 Aを通る直線に,

頂点B,Dから垂線をひき,それぞれの交点をP,Qと

します。このとき,△ABP=△DAQであることを証明

しなさい。
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